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１．研究の目的と背景 

 アーク溶接などに代表される接合技術は社会を支える

不可欠な基盤技術であるが，接合部に生じる割れや融合不

良の有無といった溶接品質は完全に保証されておらず，現

状は施工後，すなわちポストプロセスで非破壊検査が実施

されている．溶接品質を保証する上で，溶接施工中に品質

の検査を行う，いわゆるインプロセスモニタリングが可能

となれば，その場で補修等の対応を効率的に行え，生産に

要する時間やコストを大幅に削減できる． 

例えば図１に示すような厚板分野における多層盛溶接

（数パスにわけて層を重ねて溶接が行われる）では，溶接

を連続で数パス，数層盛り終わった後，十分な冷却ののち

に超音波探傷が行われている．溶接プロセスにおいては，

ワイヤの曲りや母材の溶接熱変形などの意図しない外乱

により，最適条件であっても溶接欠陥の発生を完全に排除

することが出来ない．溶接欠陥が発見された場合は，欠陥

の除去および溶接のやり直し，すなわち欠陥以降のパスが

全て無駄になるという大幅な後戻り工程が生じるため，生

産性が大きく阻害され，甚大なコスト増につながる．特に

厚板では，パス数，層数も多くなるため非常に重要な課題

となっている．そこで 1 パスごとに即座に欠陥の有無を判

別できるリアルタイム品質保証技術が求められている．  

一方，自動車などに用いられる薄板溶接部材においては，

図２に示すような亜鉛めっき鋼板の重ね溶接継手におけ

るブローホールや，スポット溶接部に見られるナゲット不

良等が発生する 1,2)．しかし製品が量産品であることが多

いため，大型構造物と比較して検査体の個数が非常に多く，

プロセスとしても高速であり，非破壊検査による部材の全

数検査は非常に困難となる．そのため，抜き取り検査方式

による品質保証が広く実施されている．しかし，現状の抜

き取り検査方式による品質保証では，検査に合格したロッ

トの中に不良品が入っていないとは言い切れず，全数検査

と比較して品質保証の信頼性に不安が残る，ある程度欠陥

が生じているものとして設計されている箇所もある，とい

うのが実情である．したがって全数検査が実施可能な非破

壊検査手法の確立が望まれている．薄板溶接施工において

は，検査体の個数が非常に多くなることに加えて大型構造

物の溶接施工と比較して溶接速度が高速となる．よって全

数検査を行うためには，高能率で検査が実施でき，高速度

な溶接施工に追従可能で，その場で実施可能な非破壊検査

手法が要求される． 

こうした厚板，薄板に対するその場欠陥計測，インプロ

セス／インラインモニタリングが可能になると，製品や工

程のトレーサビリティ，および IoT 化といった昨今の品質

保証に対する要求にも応えることが可能となると考えら

れる．その実現には，溶接施工中の高温環境下や，自動化

などを考慮すると基本的には非接触に内部の品質情報を

取得することが望ましい．そうした非接触手法としては，
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図１ 産業界で求められるリアルタイム品質保証         図２ 亜鉛めっき鋼板の空孔欠陥 



X 線を用いた手法，電磁超音波法，空中

超音波法，図３に概観を示すレーザ超音

波法 3)などがある．その中でも，測定対

象表面にパルスレーザを照射すること

によって超音波を励起させ，対象の内部

や表面を伝播し各種界面で反射する超

音波をレーザ干渉計により受信するこ

とで内部情報を得る手法であるレーザ

超音波法は，次の特徴からインプロセス

モニタリングに適している．(1)レーザ

をプローブとして用いるため接触媒質

を必要とせず，対象物と非接触で計測を

行うことができる．(2)レーザによる点

と点間での超音波送受信が可能で空間

分解能が高い．狭隘部にも適用可能であ

る．(3)非接触であるため光学ミラーや

メカニカルステージにより走査が可能

で，多点での送受信情報が容易に得られ

る．このような特性を活かして，欠陥計

測 4-7)のほか，板厚計測 8)，材料評価 9,10)など多くの研究

報告がある． 

著者らもインプロセス計測にも応用可能なレーザ超音

波法を用いた検出手法の確立を目指しており，レ型開先の

割れ発生のその場計測 11,12)や，亜鉛めっき鋼板の薄板隅肉

溶接で発生するブローホール計測 13)，積層造形材に対す

る人工欠陥計測 14)などの欠陥計測を報告してきた．しか

しながら，これらはレーザ超音波計測装置が固定され，被

計測対象物が移動するといったシステムで得られた成果

であったため，実際の溶接施工現場への適用は非常に限定

的となる課題があった．しかしながら近年，小型でも大出

力が可能なマイクロチップレーザの開発が進められてい

る．送信源としてマイクロチップレーザが利用できれば，

計測機が自由に動作する，実現場での運用が可能なレーザ

超音波法を構築できる可能性がある． 

そこで本報では，マイクロチップレーザを用いた小型レ

ーザを送信レーザ源として用いることによってロボット

アームへレーザ体系を搭載し，欠陥検出を動的に試みた結

果について述べ，動的 UT システムとしての性能を検証し

た． 

 

２．実験装置 

 レーザ超音波計測には，超音波の送信源となるパルスレ

ーザ，超音波を受信するためのレーザ干渉計が必要である．

ここでは便宜上，前者を送信レーザ，後者を受信レーザと

称する．本研究で用いた送信レーザはマイクロチップを用

いた小型レーザ（パームレーザ，開発品，ユニタック社製）

である．その外観および仕様を図４に示す．また，受信レ

ーザはマルチチャンネル直交方式のレーザ干渉計

(Quartet-1500, Bossa Nova 社製）を用いた 15)． 

 

３．動的 UTシステムの構築 

 上記に示した送受信レーザとロボットを組み合わせて

動的に超音波計測を行った例を示す． 

 

3.1 裏面スリットの検出例 16) 

図５は構築したロボット UT システムの外観である．受

信レーザはそのプローブを微小調整ステージと組み合わ

せ搭載した．送信レーザであるマイクロチップレーザヘッ

ドは，フォトディテクタと位置調整可能なレンズチューブ

を取り付け，小型雲台に載せた上で溶接ロボット（FD-A20, 
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     図３ レーザ超音波法の概要            図４ マイクロチップレーザの外観と仕様 
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図５ ロボットに搭載した送受信レーザの外観と仕様 

 

 



ダイヘン社製）へ組み込んだ．これらの組み合わせにより，

レーザ照射点の調整が可能である．ここでは，作業台に固

定した試験体に対し，ロボットが動くことで超音波の送受

信点を非接触に走査させることができる．なお，ロボット

として溶接ロボットを転用したため溶接トーチが付随し

ているが，レーザ UT システムのみであればより小型のロ

ボットでも可能である． 

試験片として，同図に示す板厚 14.2 mm の SUS304 の裏

面に深さ 5 mm，幅 1 mm のスリットを導入し，このスリッ

トが非スリット側から検出できるかを検証した．スリット

の検出は様々な方法が考えられるが，ここではスリット端

部からの縦波反射波によって欠陥の有無を検出すること

とした．送信点も受信点も同面に存在する場合，内部を伝

搬する縦波や横波といった体積波のほか，表面を伝わる表

面波であるラテラル波，レイリー波が受信点で計測される．

したがって，所望の信号がこれら表面波を避けて計測され

る必要がある．送受信位置を幾何学的な簡易計算によって

検討した結果，図６に示すような配置であれば，欠陥から

の縦波反射波が，ラテラル波やレイリー波，板厚反射波か

ら離れ最も見やすくなることがわかった．したがって以降

の検出では，スリット位置 x = 0 mm に対し，受信点が x = 

−12 mm，送信点が x = 7 mm となるようにレーザの照射点

を調整した． 

 図６に示す断面の奥行方向にロボットを走査し，スリッ

トの無い断面からスリットのある断面への連続動的計測

を行った．50 Hz のレーザで走査速度は 5 mm/s としたた

め，1 点あたり 0.1 mm 進む計算となる．合計 250 点，25 mm

の間を 5 s 間で計測した．スリット有無の切り替えは対象

計測領域のほぼ中央としたが，計測データは 30 点分（3 mm

分）で平均化しノイズを低減させた．図 7 はこの結果であ

る．スリットのある部分では，約 4.7 s でスリット端部

からの反射信号が連続して確認できた．縦波音速 5660 m/s

を適用すると 26.6 mm の伝搬距離を意味しており，これは

図６に示した想定伝搬距離とほぼ一致する．すなわち，ス

リットの有無と同時にその深さも動的に計測できている

ことがわかる． 

 

3.2 薄板重ね隅肉溶接におけるブローホール検出例 17) 

著者らは，薄板重ね隅肉溶接に生じるブローホールの検

出がレーザ超音波法により可能であることを報告してい

る 13)．手法としては，ビード上に送信レーザを与え，下

板側で受信レーザを照射することで，欠陥部を透過する縦

波及びモード変換波の減衰から欠陥の有無を判定できる

ことを利用したもので，表面波の重畳がなく板厚 2.3 mm，

1.6 mm の薄板でも健全部との区別が可能であることを見

出した．詳細は省くが，欠陥判定の指標値を導くことによ

って，事前の RT でブローホールが確認できる部分と本手

法で欠陥判定指示した箇所は図８に例を示すように比較

的良く対応することが示された。 

この計測はマイクロチップレーザを用いてロボットシ

ステム化した 17,18)．図９は組み上げた装置の外観である
19)．送信レーザ照射点は，先に示した一点ではなく，計測

面をスキャンできるように 1 inch のチューブシステムを

連結し，小型のガルバノミラーBOX と集光系を経て，ビー

ドをまたぐ方向にスキャンさせた．溶接線方向にはロボッ

トアームが移動し可搬型の走査計測を行った．そのほか，

信号解析・評価プログラムを改良し欠陥判定時間を短縮し

た．図１０は予め人工欠陥を導入した薄板重ね継手サンプ
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図６ 裏面スリット検出に対するレーザ照射条件 
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図７ スリット部の検出結果 

 

-0.3

-0.2

-0.1

0

0.1

0.2

0.3

0102030405060708090100

S
lo

p
e
 o

f 
n
o
rm

a
li
z
e
d
 R

M
S
 [

1
/m

m
]

Measurement position [mm]

20 mm

RT

 

図８ ブローホール位置の提案手法による指示と RT 結

果の比較 



ルに対し，本ロボットシステムによる動的な非接触欠陥判

定を適用した際の外観である．送信レーザによる断面スキ

ャンを溶接線方向（写真右方向）に繰り返して行き，欠陥

位置に来た際は，先に示したアルゴリズムにしたがって欠

陥判定され，アラームランプが点灯する仕組みである．こ

の場合，レーザが照射されてからランプ点灯までは約 0.1

秒であり，計測とほぼ同時にリアルタイムでの欠陥判定を

可能とするシステムを構築することができた． 

 

４．結論 

非接触，遠隔での超音波探傷が可能なレーザ超音波法は，

超音波計測用レーザ部が可動な体系，すなわち動的 UT シ

ステムに適用性があり，本稿ではマイクロチップレーザを

用いたロボットシステム化によりこれを実現し，いくつか

の計測例を示した． 

そのほかの成果として，詳細な結果は省くが，マイクロ

チップレーザの仕様を選定するにあたりレーザパラメー

タと励起超音波強度の特性を調査したところ，従来知見と

は異なる結果も得られており 19)，強力な超音波を発生さ

せる場合もあることがわかっている． 

今後，インプロセス／インライン計測が求められる現場

への適用が期待されるが，現段階ではまだ課題も残ってい

る．とはいえ，課題解決のための開発要素も多く存在し，

機器開発，送信方法，受信方法，信号処理方法含め，様々

なアプローチが考えられる．応用先もアーク溶接に限らず，

レーザ溶接部の溶接欠陥検出などへの展開も可能である．

今後も接合品質のインプロセス／インライン計測法の確

立に向けて研究を進める所存である． 
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